
日本ラチーノ学院生徒への日本語能力支援活動報告 

2012 年 6 月 7 日 
 

2011 年 10 月、母校で開催・設立された日本学生海外移住連盟（学移連）OB 会西日本支

部（支部長引地正之、昭 41 年度英米卒。海外事情研究会 OB 会加盟）は、活動の一環に「在

日日系ブラジル人子弟への教育支援」を挙げ、滋賀県近江八幡市所在日系ブラジル人学校

「日本ラチーノ学院」生徒の日本語学力向上の支援を計画しました。校友会の海研 OB を

中心にした有志はこの支援活動に賛同し、学移連 OB 会員と共に 5 月 31 日（木）同学園を

訪問して児童・生徒の授業を参観して、今後の支援活動を打ち合わせました。 
当日、到着後に、中川理事長から次のような学園の概略説明を受けました。 

① 同学院は 17 年の歴史を有して、ブラジル政府認可校で本国と同様レベル

の教育を行っている。昨年文科省の学校法人の認可を受けた。保育児童か

ら高校生まで在籍生徒数は約 240 名。教師は全て、ブラジル人（日系ブラ

ジル人を含む）であり、ブラジルの教員資格を有している。 
② 同学院の学期は 1 月から 12 月まで。昨年の高校卒業生二人が、今年京都   
  外国語専門学校日本語コミュニケーション学科留学生クラスに入学、将 

来は京都外国語大学日本語学科 3 回生の編入を目指すべく勉強に励んで 
いる。 

③  学院内でも、家庭でも使用言語はポルトガル語であり、生徒は、日本に

住んでいながら日本語を流暢に話せず、生徒の日本語能力向上が課題であ

る。生徒の日本語学力向上の為に、学移連 OB 会西日本支部・京都外国語

大学校友会メンバーの支援をお願いしたい。 
説明の後、生徒の授業参観を行いました。学院内はポルトガル語が飛び交い、授業もポ

ルトガル語で行われ、まさしくここはブラジルであるとの印象を受けました。小学校低学

年と高校 2 年生の日本語の授業を参観した印象では、生徒の日本語能力レベルの低さに驚

き、何とかして、生徒の日本語能力向上の為にお手伝いをしたい、という思いを新たにし

ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 授業参観の後、学院の提供したブラジル料理の昼食を取り、今後の支援活動について打

ち合わせを行いました。今後時間のある卒業生が毎週順番でボランティアとして日本語授

業の補助を行うことが決まり、6 月第一週から活動を開始することになりました。 
 同学院には、昭和 49 年度英米語学科卒の猪原悦子さんが、奈良先端技術大学大学院留学

生クラスで教鞭を取る傍ら、毎週金曜日に同学院の日本語講師として高校 3 年生の日本語



の授業を受け持っています。 
 当日は、学移連 OB 会西日本支部から今北吉久・温子夫妻（甲南大）、川村栄太郎（関西

学院大）、山添洋子（奈良女大）が参加し、京都外大からは引地正之、河野通貞、木下輝明、

藤井章子、元谷和代が参加しました。 
 校友会は、昨年 10 月学移連 OB 会西日本支部設立大会以来、他の大学卒業生と共にこの

ような活動を通じて他大学卒業生と交流を深めることが出来るのは、有意義なことと思い、

今後も積極的に支援活動を続けていきたいと思っています。 
同学院生徒の日本語能力向上の為にボランティ活動を希望する校友会会員は、大歓迎で

すので、校友会事務局まで連絡を戴ければ幸甚に存じます。 
    連絡先：京都外国語大学校友会 075-322-6057 メール koyukai@kufs.ac.jp 
 
 
 


